
11/12 防災サポーター養成講座アンケートの質問と回答 

 
質問１．防災アプリのマップについて、雲の動きと現地の空についての違いを知りたい。 

 

気象庁ホームページでは、降水の状況を「雨雲の動き」というサイトで確認することがで

きます（下記資料をご参照ください）。 

この「雨雲の動き」は、気象レーダーにより分布を割り出しているもので、上空の高いとこ

ろの降水（地上まで届かない雨）を観測する場合もございます。 

このような場合には、雨が降っていないのに、マップ上では雨が降っているように表現され

る場合がございます。 

 

 

 

 

 

 

 



質問２．昭和 57 年の大宇陀アメダスの話の中で、被災資料がないのが不思議。 

   宇陀市の中でも特に大宇陀の災害が甚大であったことを覚えている。 

   一時は大宇陀エリア全体が孤立したことを覚えている。 

   気象庁に情報提供いただきたい。 

 

下記資料にお示ししましたように昭和 57 年（1982 年）豪雨の奈良県内の被害データ

は確認できているのですが、当時の宇陀市（当時は榛原町、大宇陀町、菟田野町、室生村）

の個別データは整理しておらず、気象庁のデータベースにもございません。 

気象台では、2008 年（平成 20 年）より市町村別に注意報や警報の発表を開始しました。 

2008 年以前は、奈良県を北西部、北東部、五條・北部吉野、南西部、南東部の 5 つの区

分に別けて発表していました。 

 

現在当台では県内の 39 の市町村に対し各市町村別の注意報や警報を判定するための基準

値を市町村ごとに設定しています。 

この市町別の基準値は、1991 年以降の降雨データや災害データから導き出しています。 

このため、1990 年以前の市町村別の災害データの整理は精査できていないのが実情です。 

とはいえ、過去の気象データやその時の災害の規模を知ることは、避難を判断するうえでは

参考になる大切なことだと考えていますので市内や町内の図書館などで是非ともお調べい

ただきたいという思いで、今回のお話の中で取り上げさせていただいた次第です。 

 


